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ふれあい情報 
 2020年 3月 2日（月） 第 312号 

立憲民主党：人見会長から逢坂政務調査会長（左から4人目）に
要請書を手交。左から松田イサオ衆議院議員、尾辻かな子衆議院
議員、石橋通宏参議院議員。退連は右5人目から野田事務局長、

石原副会長、早川副事務局長、川端常任幹事、田村副事務局長 

立
憲
民
主
党
・
国
民
民
主
党
・
社
会
民
主
党
に
要
請
行
動
を
実
施 

                    

退
職
者
連
合
は
、
幹
事
会
で
確
認
さ

れ
た
春
要
求
を
201
回
通
常
国
会
に
向

け
た
重
点
の
六
項
目
に
絞
り
込
ん
で
、

野
党
各
党
に
要
請
行
動
を
行
な
い
ま

し
た
。 

 
 

立
憲
民
主
党
へ
要
請 

 

退
職
者
連
合
の
春
要
求
を
、
通
常
国

会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
実
施
を
し
ま
し

た
。
25
日
に
は
立
憲
民
主
党
を
衆
議
院

議
員
会
館
の
会
議
室
に
尋
ね
、
要
請
書

を
手
交
し
ま
し
た
。 

            

立
憲
民
主
党
か
ら
は
逢
坂
誠
二
政

務
調
査
会
長
・
衆
議
院
議
員
を
筆
頭

に
、
石
橋
通
宏
参
議
院
議
員
、
松
田

イ
サ
オ
衆
議
院
議
員
、
尾
辻
か
な
子

衆
議
院
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
退

職
者
連
合
か
ら
は
人
見
会
長
、
石
原

副
会
長
、
川
端
常
任
幹
事
、
野
田
事

務
局
長
、
早
川
・
田
村
副
事
務
局
長

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

人
見
会
長
は
要
求
作
成
の
経
過
を

説
明
し
、
社
会
保
障
が
大
き
な
課
題

で
は
あ
る
が
、
政
府
は
財
源
問
題
と

し
て
、
政
策
実
施
が
不
足
し
、
国
民
・

弱
者
の
生
活
が
傷
ん
で
い
る
と
訴
え

ま
し
た
。
野
田
事
務
局
長
、
川
端
常 

任
幹
事
か
ら
は
雇
用
と
医
療
・
介
護 

が
傷
ん
で
お
り
、
国
会
で
の
具
体
的 

行
動
を
要
請
し
ま
し
た 

     
逢
坂
政
調
会
長
か
ら
は
自
身
の
ニ

セ
コ
町
長
時
代
の
苦
労
も
併
せ
て
、

退
職
者
連
合
の
提
案
は
至
極
も
っ
と

も
な
こ
と
で
あ
り
、
急
激
な
人
口
減

少
へ
の
対
応
や
、
年
金
・
医
療
の
適

用
拡
大
で
、
安
心
・
安
定
の
生
活
が

壊
れ
な
い
よ
う
、
共
に
行
動
し
た
い

と
述
べ
ま
し
た
。
好
調
な
景
気
を
ベ

ー
ス
に
考
え
ら
れ
た
モ
デ
ル
が
揺
ら

い
で
い
る
が
、
対
応
が
十
分
で
き
て

い
な
い
、
社
会
福
祉
の
目
的
税
だ
っ

た
消
費
税
が
、
先
の
三
党
合
意
と
は

異
な
る
支
出
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

も
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
安
倍
首
相
の
国
会
で
の
不

誠
実
な
対
応
を
非
難
し
ま
し
た
。 

 

国民民主党：人見会長から平野幹事長（右から 6 人目）に要請

書を手交。左から芳賀参議院議員、青山衆議院議員、川合参議

院議員、田村参議院議員、泉衆議院議員、浅野衆議院議員大島

衆議院議員。 

国
民
民
主
党
へ
要
請 

 

26
日
に
は
国
民
民
主
党
本
部
で
要

請
し
ま
し
た
。
平
野
幹
事
長
・
衆
議
院

議
員
、
泉
健
太
衆
議
院
議
員
、
川
合
孝

典
参
議
院
議
員
、
大
島
敦
衆
議
院
議

員
、
浅
野
哲
衆
議
院
議
員
、
青
山
大
人

衆
議
院
議
員
、
田
村
ま
み
参
議
院
議
員

と
無
所
属
の
芳
賀
道
也
参
議
院
議
員

が
出
席
し
ま
し
た
。
退
職
者
連
合
か
ら

は
人
見
会
長
、
宮
園
副
会
長
、
川
端
常

任
幹
事
、
野
田
事
務
局
長
、
田
村
副
事

務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

人
見
会
長
か
ら
年
金
関
連
の
審

議
が
行
わ
れ
る
が
、
財
源
の
み
の
議

論
で
な
く
、
生
活
者
目
線
で
の
将
来

を
見
据
え
た
議
論
と
、
秋
に
も
予
想 

 退連は右4人目から 

宮園副会長、野田事務 

局長、川端常任幹事 

、田村副事務局長 
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 要請した２０２０年春要求（要約）   

１．雇用改善 

（１）良質な雇用の安定拡大。就職氷河期世代対策     

（２）男女差の解消による低所得高齢単身女性対策 

２．年金保険                      

（１）企業規模要件を廃止し被用者年金保険の拡大 

（２）拠出期間延長および受給開始時期の選択幅拡大 

（３）年金積立金運用での「責任投資」の推進 

（４）基礎年金はマクロス経済ライドを対象外とする 

３．地域包括ケアネットワーク 

(１) 包括的支援と多様な参加・協働の推進 

(２) 医療・介護ケアネットワークの確立 

(３) サービス提供体制の整備 

(４) 人材の育成・確保と処遇の改善 

４．介護保険制度 

（１）被介護者の権利保障と家族介護の体系的支援整備 

（２）認知症対策法整備、損害賠償制度、事故等の防止 

（３）在宅生活支援サービス基盤の整備・拡充 

（４）介護労働者の処遇改善 

（５）機能強化推進交付金の交付、調整交付金堅持 

（６）利用者負担の原則 1割の堅持 

５．医療保険制度 

（１）後期高齢者の自己負担「基準 1割」を堅持し、高 

い所得者での応能負担をすること 

（２）被保険者の理解と納得での円滑な施行 

（３）医療労働者の働き方改革できる診療報酬改定 

６．税制について 

（１）総合課税による所得再配分機能の強化 

（２）法人税での企業の社会的責任を果たすこと。租税 

回避の防止 

（３）消費税の保障機能強化、給付付き税額控除導入 

（４）「国際連帯税」として金融取引税の創設                             

社会民主党：人見会長から福島党首（左から３人目）

に要請書を手交。左から中川副幹事長、吉田幹事長。

退連はから野田事務局長、田村副事務局長 

さ
れ
る
総
選
挙
に
野
党
が
安
倍
政
権
に

対
峙
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
要
請
し
ま

し
た
。
平
野
幹
事
長
か
ら
は
、
今
の
社

会
保
障
の
仕
組
み
は
改
善
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
介
護
は
当
初
は
施
設
中
心

で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
こ
こ
に
き
て
、
ま

た
在
宅
の
議
論
に
な
っ
て
い
る
。 

安
倍
政
権
と
は
異
な
る
政
策
構
想
を

描
い
て
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た 

 

社
会
民
主
党
へ
要
請 

 

27
日
に
は
参
議
院
会
館
会
議
室
で
要

請
し
ま
し
た
。
社
会
民
主
党
か
ら
は
、
福

島
党
首
・
参
議
院
議
員
、
吉
田
幹
事
長
・

参
議
院
議
員
他
が
出
席
し
、
退
職
者
連

合
か
ら
は
人
見
会
長
、
野
田
事
務
局
長
、

田
村
副
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

☆ 第９１回中央メーデー 

日 時：２０２０年４月２９日（水）１０時 

                 「昭和の日」 

場 所：代々木公園 第２サッカー場 

 

 

 

 

福
島
党
首
に
は
院
内
集
会
へ
の
出
席

の
お
礼
と
と
も
に
、
生
活
基
盤
で
あ
る

雇
用
と
社
会
保
障
、
消
費
税
を
含
む
税

の
あ
り
方
を
要
請
し
ま
し
た
。
福
島
党

首
か
ら
は
、
在
り
方
研
究
会
が
報
告
を

出
す
と
医
療
負
担
増
や
全
世
代
型
で
の

高
齢
者
負
担
が
進
ん
で
し
ま
う
。「
介
護

保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
と
な
ら
な
い

よ
う
、
対
案
を
出
し
て
頑
張
ろ
う
と
エ

ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

☆ 核兵器廃絶１０００万人署名 
 

集 約 締 切 ： ３ 月 末 

皆様のご協力をお願いします。 

 

 

 
 

告  知 
3月6日(金)「男女平等参画推進学習会」

は延期となりました。 
 

 

 

 


